
予算額 決算額
（見込）

1 10101060
公園防災機能向上事
業

その他

広域避難場所や幹線道路沿いなどの
公園において、ソーラー照明灯や避
難誘導標識などの防災関連施設を整
備し、防災機能の向上を図ります。

●橘公園において、ソーラー証明や、園路整備
を行い、防災機能の向上を図りました。

124,723 37,017 3 P2

2 10101130 水防業務 その他

水防警報等の発令に伴い、河川パト
ロール等の水防活動を実施するとと
もに、洪水ハザードマップの改定や周
知により、防災力の向上を図ります。

●水防警報発令時に、防災関係機関に水防情
報等を伝達するとともに、河川パトロールを実
施
●タイムライン作成等の機会を通じて洪水ハ
ザードマップの周知を図るとともに、浸水地域
に特化したタイムラインを作成し、浸水地域に
全戸配布の上、市ホームページに掲載

0 0 3 P4

3 10103070
耐震対策等橋りょう整
備事業

施設の
管理・運
営

主要な橋については、目標とする耐
震性能を引き上げるとともに、比較的
小規模な橋についても防災上の視点
で重要性が高いものは耐震化を実施
し、公共構造物の安全性、信頼性をさ
らに向上させていきます。

●比較的規模の大きい主要な橋りょうについて
は、塩浜陸橋・餅井坂陸橋の耐震対策を実施
●一般橋りょうについては、渋川橋等の耐震対
策を実施（10橋）

339,766 219,467 3 P6

4 10105010 河川計画事業 その他

「水防災意識社会再構築ビジョン」に
基づく取組の進行管理や市内河川の
治水対策や関連計画の検討関係機
関との協議調整を行います。

●「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく取
組の進行管理については、河川整備、洪水ハ
ザードマップの周知、関係機関との協議調整等
を実施

5,836 10,825 3 P8

5 10105020
五反田川放水路整備
事業

その他
五反田川の洪水全量を地下トンネル
で直接多摩川へ放流する放水路の整
備を進めます。

●分流部の施設整備工事は、予定どおり進捗
●放流部の樋門・堤外水路築造工事が完了
し、令和2年6月から暫定運用を開始したが、貯
留式の運用に留まり、効果は限定的（約13万立
方メートル）

1,866,558 1,293,356 4 P10

6 10105030 河川改修事業 その他
3年に1回程度（時間雨量50mm）の降
雨に対応した河川改修を進め、治水
安全度の向上を図ります。

●平瀬川支川の整備工事を、左岸31ｍ実施
●三沢川改修事業における用地買収に向けた
スケジュールの見直し

148,039 92,810 3 P12

7 10105040 河川施設更新事業 その他

治水安全度の確保のため、護岸の緊
急対策工事を実施するほか、老朽化
した河川施設の更新を計画的に進め
ます。

●平瀬川護岸改修の緊急対策区間において、
右岸52ｍの工事が完成
●上河原堰堤の更新に向け補強・補修による
長寿命化の方針を決定

23,224 349,634 3 P14

8 10202020 安全施設整備事業
施設の
管理・運
営

交通事故の抑止を目的とした歩道設
置や交差点改良、カーブミラー、区画
線などを整備し、歩行者等の安全を
確保します。

●歩行者と車両の分離等のための歩道を設置
（延長1,485ｍ）
●カラー舗装などの交差点改良の実施（9箇
所）
●道路標識、防護柵、区画線などの道路安全
施設の整備及び維持補修を実施

472,066 355,518 2 P16

9 10202030 放置自転車対策事業
施設の
管理・運
営

歩行者の安全な通行を確保するた
め、放置自転車の削減に向けた駐輪
場整備や適正な自転車利用の誘導な
ど総合的な対策を推進します。

●新川通りの駐輪場全面供用開始
●宮崎台駅周辺自転車等駐車場第6施設供用
開始
●放置禁止区域等における撤去活動及び主要
駅をはじめ市内17駅周辺で駐輪場への誘導を
実施

1,081,460 1,004,248 3 P18

10 10202040
踏切道改善推進調査
事業

その他
歩行者等が踏切を安心・安全に通行
できるように安全性向上に向けた調
査や対策の検討を進めます。

●鉄道事業者等と協議調整し市内16箇所の法
指定踏切の「地方踏切道改良計画」を取りまと
め国に提出
●安全啓発活動や踏切道横断交通円滑化の
ための踏切と連動する信号システム導入に向
け関係機関との検討を実施

0 0 3 P20

令和２年度の主な事務事業の評価結果一覧（建設緑政局）
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11 10204010
計画的な道路施設補
修事業

施設の
管理・運
営

誰もが安全・安心に道路施設を利用
できるよう、定期的な点検や予防保全
の考え方による計画的な維持管理を
適切に進め、施設の機能確保を図り
ます。

●古市場矢上線の道路擁壁、千代ヶ丘トンネ
ル、上並木歩道橋などの修繕を実施（15箇所）
●塩浜陸橋及び生田根岸跨線橋などの修繕を
実施（22橋）

5,205,562 5,522,186 3 P22

12 10204030
河川・水路維持補修
事業

施設の
管理・運
営

治水安全度の確保のため、河川・水
路施設の適切な維持管理を行うととも
に、施設の長寿命化を図ります。

●河川施設の健全度調査を実施
●河川維持管理計画（機械・電気通信編）等の
策定について、スケジュールを見直し、計画策
定を令和3年度に変更

814,245 1,204,255 4 P24

13 10204040
道水路不法占拠対策
事業

その他

道路敷、水路敷及び河川敷を不法に
占有されている箇所の実態を把握す
るとともに、個別案件ごとの処理方針
に基づいた行政指導等により、不法
占拠の解消を図ります。

●関係部署と連携して不法占拠解消を推進（不
法占拠解消の件数：31件）
●新たな手法による指導として、道路等の整備
計画及び安全な通行環境の確保等に支障とな
る案件に対して優先的に取組むために、優先
度の割振りを行い指導を実施。

8,466 3,940 4 P26

14 10204050 道水路台帳整備事業 その他

道水路の効率的な管理や災害復旧
に寄与する道路台帳図のデジタル化
を進めます。また、土地境界査定業
務の効率的な執行と世界測地系によ
る公共座標化に向けた取組を推進し
ます。

●デジタル化した道水路台帳図の管理・閲覧シ
ステムを構築し、令和２年１０月から本格運用し
ました。また、土地境界確定等業務あり方検討
委員会等において、土地境界確定等業務にお
ける基準点の使用に係るガイドライン作成等、
効率的な業務の執行に向けた取組を実施しま
した。

328,135 291,934 3 P28

15 30301010
緑の基本計画推進事
業

その他

緑あふれる都市環境の向上をめざ
し、「緑の基本計画」に基づく施策の
進行管理など、緑に関する総合的な
取組を進めます。

●進行管理について、各取組の実施状況等を
取りまとめ、環境審議会へ報告しました。

703 634 3 P30

16 30301020 都市緑化推進事業
参加・協
働の場

花や緑に囲まれたまちを目指し、地域
緑化推進地区への花苗等の提供や
緑のボランティアなどへの活動支援、
緑化推進重点地区計画の見直し、重
点地区内の道路等の再整備などを通
じて都市緑化を推進します。

●地域緑化推進地区の新規認定に向けて、新
規公募等を実施（地域緑化推進地区新規認定
数：２箇所）
●川崎市公園緑地協会を通じ、緑のボランティ
アへの技術的支援や緑化助成制度の啓発、支
援を実施
●かわさき臨海のもりづくり区域の沿道環境整
備（東扇島地区）を実施
●緑化推進重点地区計画について、新百合丘
地区の緑化の推進及び川崎駅周辺地区の計
画改定、小杉地区の計画改定に向けた検証を
実施

229,076 147,823 3 P32

17 30301030
市民100万本植樹運
動事業

参加・協
働の場

地球温暖化防止の観点から、市民一
人ひとりの緑化への取組の普及啓発
活動として、市民からの要望で公共的
な場所に植えるため、苗木の提供を
行います。また、毎年10月の都市緑
化月間中に、植樹祭を開催し、住民、
学生、事業者も参加し、植樹を行いま
す。

●累計植樹本数が110万本に到達
●市民100万本植樹達成記念と併せて、市民
150万本植樹運動植樹祭を夢見ヶ崎公園で開
催し、146本の苗木を植樹

5,767 2,391 2 P34

18 30301040
パークマネジメント推
進事業

施設の
管理・運
営

指定管理者制度を含めた更なる民間
活力の導入や、地域住民が主体とな
る身近な公園緑地のしくみづくりなど
管理運営方法の検討を進めます。

●多様な主体等との連携による、公園緑地の
柔軟かつ多様な利活用の推進及び持続可能な
管理運営の構築に向けて、パークマネジメント
推進方針を策定
●民間事業者との連携による公園整備工事に
着手
●公園利用のしくみづくりとして、一部野球場の
開放や、一部公園の禁止看板の撤去、表記の
変更など、ボール遊びがしやすい環境づくりを
実施

3,000 996 3 P36

19 30301060
身近な公園緑地等の
管理運営事業

参加・協
働の場

市民ボランティア団体の活動を支援
することで、市民との協働による公園
緑地等の適切な維持管理の実現を図
ります。

●町内会等への制度の周知等により、公園緑
地愛護会では15公園、管理運営協議会では14
公園において活動が新たに始まったものの、街
路樹等愛護会の廃止の影響が大きく、目標未
達
●若い世代の参画促進や幅広い世代の公園
適正利用に向け、協働推進担当課長会議にお
いて議題とし、各区の取組について情報共有を
図るとともに、公園愛護団体の現状把握のた
め、関係団体と協力してアンケート調査を実施
●新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受
け、公園利用活性化イベントは開催できなかっ
たが、来年度以降、コロナ禍でも開催可能なイ
ベントについて検討を実施

56,801 53,429 4 P38
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20 30302010 富士見公園整備事業 その他
都心における総合公園である「富士
見公園」の機能回復を図り、施設の再
編整備を進めます。

●「富士見公園再編整備基本計画」について
は、新型コロナウィルス感染症の拡大の影響に
よる民間事業者の提案内容の変化に伴い、可
能性検討に時間が必要となったこと、及び「民
間活用(川崎版PPP)推進方針（令和2年3月策
定）」に基づく手続きを行い計画に反映させる必
要があることから、策定を令和3年度に変更
●更なる民間活力導入に向けた取組の推進に
ついては、対話の継続や民間活力導入の詳細
検討を実施

300,439 49,853 4 P40

21 30302020
等々力緑地再編整備
事業

その他

「等々力緑地再編整備実施計画」に
基づき、緑地内の緑と水、安全・安心
の場、動線の再整備、緑地へのアク
セス改善など、緑地全体の再整備
や、陸上競技場や硬式野球場をはじ
めとした主要施設の整備を進めます。

●等々力陸上競技場第2期整備の民設の可能
性を含めた整備内容の検討の実施。
●硬式野球場の供用開始（令和2年10月）
●園路等、その他施設の整備に向けた近隣町
会との協議の実施
●民間活力導入に向け、審議会等による、
「等々力緑地再編整備実施計画」の改定に向
けた取組の推進

3,755,164 3,620,880 3 P42

22 30302030 生田緑地整備事業 その他
本市最大の緑の拠点である生田緑地
を、自然環境を活かした総合公園とし
て整備を進めます。

●ばら苑園路整備予備設計
●初山地区の用地買収

289,093 255,600 3 P44

23 30302040
魅力的な公園整備事
業

その他
老朽化の進んだ公園の再整備やバリ
アフリー化などの取組により、魅力的
な公園の整備を進めます。

●中丸子公園において園路整備等を実施し魅
力向上に努めました。

137,822 153,488 3 P46

24 30302050 市営霊園の整備
施設の
管理・運
営

市営霊園において、安定した墓所供
給や適切な管理運営を進めます。

●新規墓所の整備については、早野聖地公園
で壁面型墓所152箇所の整備を実施
●無縁改葬の実施や、合葬型墓所の供給開始
による「墓所の循環利用」の促進に伴う墓所
195箇所の再募集の実施

737,185 740,545 2 P48

25 30302060
公園施設長寿命化事
業

施設の
管理・運
営

市民が安全かつ快適に公園緑地を利
用できるよう、長寿命化計画に基づく
計画的な遊具更新と遊具点検を実施
し、公園施設の適切な維持管理を行
います。

●長寿命化計画に基づく遊具など公園施設の
設計・整備については、下作延身代り公園のほ
か34公園の遊具を更新
●長寿命化計画に基づき、職員による日常点
検及び専門業者による遊具及び夜間照明塔の
定期点検を実施

293,840 180,762 3 P50

26 30302070 河川環境整備事業 その他

河川・水路について、環境に配慮した
都市景観の形成や賑わいとうるおい
のあるまちづくりの一環として、親水
空間の整備を進めます。

●渋川環境整備について、子の神橋から木月1
号橋の両岸92ｍにおいて「生物の水辺ゾーン」
の整備を実施
●稲荷橋から子の神橋の区間において地元要
望を踏まえたゾーニング変更を実施

41,022 74,989 3 P52

27 30302090
夢見ヶ崎動物公園に
ぎわい創出事業

施設の
管理・運
営

適切な飼育管理を行うとともに、多様
な主体との連携により、動物とのふれ
あいや環境学習の場、さらには人々
の交流を生む場として親しまれる動物
公園を目指し、公園や地域の賑わい
創出に向けた取組を進めます。

●公園全体のコンセプトを再検討し整備方針を
定め、令和３年度に利用者利便施設や園路整
備の設計に着手することとした。
●メールによるサポーター勉強会等を実施する
と伴にサポーター制度周知により金銭、物品等
の寄附を受けた。
●動物たちへの年賀状コンクールには昨年を
大幅に上回る応募があった。(前年度より302通
増)

59,020 56,884 3 P54

28 30303010 緑地保全事業 その他
緑地保全の推進により、市域の都市
景観の向上、地球温暖化対策、生物
多様性の保全等を図ります。

●特別緑地保全地区を約3.2ヘクタールを指定
し市域の都市景観の向上や生物多様性の保全
を図りました。

693,432 549,483 3 P56

29 30303020 里山再生事業
施設の
管理・運
営

緑の基本計画において「緑と農の３大
拠点」として位置付けられている黒
川、岡上、早野地区の樹林地を保全・
再生することで、良好な里山環境を次
世代に継承していきます。

●里山保全の体験イベント等を実施
●岡上地区の小学校において環境教育を実施

2,921 2,919 3 P58
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30 30305010
多摩川プラン推進事
業

その他
多摩川の環境資源を活かして、憩い
の場、遊びの場となる施設の充実を
進め、多摩川の魅力向上を図ります。

●サイクリングコースの延伸整備の実施
●指定管理者による、多摩川緑地バーベ
キュー広場の適正な管理
●多摩川緑地全域における災害復旧
●賑わい創出に向けた、「LOW MITSU PARK
FES」等の開催
●丸子橋BBQ対策として、マナー啓発活動の
推進

66,449 59,188 2 P60

31 30305020
多摩川市民協働推進
事業

参加・協
働の場

市民との協働や流域自治体との連携
により、環境学習や体験活動の取組
を進め、さまざまな機会を通して多摩
川の魅力を発信します。

●市内に３校ある水辺の楽校への活動支援
（実施回数20回）
●福生市との連携による上流体験、流域懇談
会との連携による流域歴史セミナーのデジタル
配信、市民団体との連携による丸子の渡し祭り
のデジタル配信の実施
●二ヶ領せせらぎ館や大師河原水防センター
において、情報誌の発行や環境学習の実施に
よる情報発信の推進

17,893 17,705 3 P62

32 40401050
羽田連絡道路整備事
業

その他

羽田空港周辺地域及び京浜臨海部
の連携を強化し、成長戦略拠点の形
成を支えるインフラとして、羽田連絡
道路の整備を推進します。

●橋梁の上部工の架設を進め、多摩川を渡る
部分が概ね完了する等、整備を推進。
●台風の影響に伴う多摩川の土砂堆積により
上部工架設が中断したこと等から、開通目標が
令和３年度内に遅延が生じたことを公表
●橋梁名称の公募など、大規模工事の場を活
用した新たな広報を実施。

8,779,780 5,981,068 4 P64

33 40701030
広域幹線道路整備促
進事業

その他
首都圏全体の都市構造の形成や交
通機能強化を図るため、広域的な幹
線道路網の整備を促進します。

●国道357号（多摩川トンネル区間）について
は、国が令和3年度からの工事着手に向け、ト
ンネル立坑部の用地取得と工事発注を実施
●川崎駅周辺の交通円滑化については、国等
へ対策の検討、実施を求める要望活動を実施
●高速道路の利用促進については、国等へ利
用者の利便性向上策の検討などを求める要望
活動を実施

1,653,756 1,379,144 3 P66

34 40701040
川崎縦貫道路の整備
事業

その他
本市の都市機能の強化などに資する
広域的な道路ネットワークの整備を進
めます。

●各種道路建設促進大会において、整備に向
けた要望書の提出などの活動を実施
●国道409号の街路先行整備については、国
が道路改良工事や電線共同溝工事を実施
●Ⅱ期計画については、「東京外かく環状道路
（東名高速～湾岸道路間）計画検討協議会」に
向け、国、東京都と協議調整等を実施

10,000 7,396 3 P68

35 40702020 道路計画調査事業 その他

「道路整備プログラム」の適切な進行
管理を行うとともに、各種調査の実
施、計画的な道路整備に向けた調
査・検討を進めます。

●道路整備プログラムに基づく進捗管理につ
いては、関係部署と連携し、事業中の都市計画
道路の進捗や課題の共有を行い、工事や用地
取得を進めました。
●基礎データ構築に向けた交通量調査等の調
査・分析については、交通ビッグデータの活用
や実証フィールド提供の取組を行い、交通量調
査の省力化や分析手法の調査、検討を進めま
した。

34,652 0 3 P70

36 40702030 道路改良事業 その他

都市計画道路などの幹線道路網の構
築とともに、地域特性を踏まえた道路
拡幅、歩道整備などにより道路交通
環境の改善を進めます。

●都市計画道路等の整備推進のため、用地交
渉・取得、設計、工事を実施

7,449,519 6,779,571 3 P72

37 40702040 渋滞対策事業 その他
早期に効果発現が期待できる交差点
改良など渋滞対策を進めます。

●遠藤町、北加瀬、ガス橋の交差点について、
対策を実施し、効果を測定
●丸子橋の交差点について、対策実施に向
け、交通管理者等と協議調整を実施

5,000 12,775 3 P74

38 40702050 橋りょう整備事業 その他
橋りょうの新設・架替により道路ネット
ワークの形成・強化を図ります。

●等々力大橋は、台風の影響などにより多摩
川の低水敷が洗堀された為、工事用道路の再
検討が必要となり、橋脚工事の進捗を図ること
ができなかった。
●末吉橋は、河川区域内の仮橋や仮設構台を
築造し、歩道や車道を順次切替えるなどの整
備を推進した。

541,842 494,668 4 P76

39 40702060
京浜急行大師線連続
立体交差事業

その他

渋滞緩和、踏切事故の解消、分断さ
れた地域の一体化による利便性の向
上などに向けて、京浜急行大師線の
連続立体交差化を進めます。

●1期区間（小島新田駅～東門前駅）について
は、工事完成に至らなかったが、鉄道事業者と
の変更施行協定を締結
●1期区間（東門前駅～川崎大師駅　鈴木町す
り付け）については、大規模投資的事業の検討
の結果、令和２年度の工事着手を見送り、今後
は事業費の縮減等の検討を実施することを決
定
●2期区間については、都市計画変更に向けた
関係機関との協議を実施

5,858,802 1,020,533 4 P78
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予算額 決算額
（見込）
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掲載頁

40 40702070
ＪＲ南武線連続立体交
差事業

その他

渋滞緩和、踏切事故の解消、分断さ
れた地域の一体化による利便性の向
上などに向けて、ＪＲ南武線の連続立
体交差化を進めます。

●大規模投資的事業の検討の結果、令和２年
度の都市計画決定を見送り、今後は事業費の
縮減等の検討を実施することを決定
●用地測量は概ね完了した
●令和２年度の都市計画決定の見送りに伴い
関連道路の都市計画決定や沿線まちづくり方
針の策定も見送った

599,486 491,441 4 P80

41 40703040
自転車通行環境整備
事業

その他

自転車専用通行帯や自転車の通行
位置等を示す路面標示など地域状況
に応じた自転車通行環境整備によ
り、道路を利用するすべての人が安
全・安心で快適に通行できる道路空
間の形成に向けた取組を推進しま
す。

●殿町、溝の口駅、及び登戸・向ヶ丘遊園駅周
辺での計画的な整備など、約21kmの自転車通
行環境整備を実施
●新川通りの自転車通行環境整備が完成

272,628 299,558 3 P82

42 40703045 自転車活用推進事業 その他
自転車を利用したまちの魅力向上を
目指して、地域の実情に応じた自転
車の活用を推進します。

●「川崎市自転車活用推進計画」に基づき、27
の自転車施策と事業に関する進捗管理を踏ま
えた総合的な取組を実施

11,083 6,702 3 P84
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主な事務事業の評価結果一覧の見方 

令和２年度の主な事務事業の評価結果一覧は、各局が所管する事務事業のうち、「政策体系

別計画に記載のある事務事業」及び「施策を推進する経常的な事務事業の中でも特に重要な

ものや進捗に遅れのあるもの」を取りまとめ、個別に進捗状況をお示ししたものです。 

一覧の見方は次のとおりです。 

予算額
決算額
（見込）

1 10101010
防災対策管理運営

事業
その他

国土強靱化地域計画や地域防災計

画等、各種の計画を推進し、市の災

害対応力の向上を図ります。

●「かわさき強靱化計画」の策定

●令和元年東日本台風の検証を踏まえた「地

域防災計画（風水害対策編）」の修正

●「業務継続計画（自然災害対策編）」の策

定

●川崎直下地震での想定死者数の目標を達

成

●救助実施市としての救助実施体制の整理

及び各種マニュアルの整備

268,502 271,569 3 P●●

2 10101020 地域防災推進事業
イベント

等

自主防災組織の育成、民間企業と

の連携、防災訓練や研修等による、

自助・共助（互助）・公助の取組・連

携の強化や各主体の防災意識の向

上により、地域防災力の向上を図り

ます。

●補助金等の活用による自主防災組織への

支援の実施

●避難所運営体制の強化（会議開催：

68.2％、訓練：62回）

●タブロイド版防災広報誌を活用したコロナ

禍における複合災害への対応についての啓

発

●九都県市合同防災訓練を実施したほか、区

総合防災訓練を実施（計5回）

●全局を対象とした市災害対策本部図上訓

練、災害対策本部研修等（5回）、風水害研修

（17回）及び新型コロナウイルス感染症対策

研修（16回）を実施

●「災害時の避難所運営に関する新型コロナ

ウイルス感染症対策マニュアル」の策定、感

染症対策ポケットガイドの作成

124,586 67,427 4 P●●

3 10101030 防災施設整備事業
施設の

管理・運

営

防災関連の施設、各種情報通信シ

ステム等を整備し、市の災害対応力

及び地域防災力の向上を図ります。

●同報系防災行政無線屋外受信機の増設

（増設数：5台）

●戸別受信機更新及び施設割込み放送拡充

●デジタル移動系・多重系防災行政無線の

再整備工事実施

●次期防災情報システムの設計・開発

●備蓄計画に基づく物資の配備

905,541 706,532 3 P●●

4 10101040
臨海部・津波防災対

策事業
その他

コンビナート災害対策や津波対策な

どを実施し、臨海部の総合的な防災

力の向上を図ります。

●津波避難施設への標識看板等の設置

●臨海部広域防災訓練等の実施（情報受伝

達訓練等）

●津波被害軽減研究の推進（実証実験の実

施・避難シミュレーションの検討）

●津波ハザードマップの改訂

2,488 4,565 3 P●●

5 10101050
帰宅困難者対策推

進事業
その他

一斉帰宅の抑制の周知や帰宅困難

者用一時滞在施設の確保等を行

い、災害時における混乱を抑制する

とともに、二次災害を防止します。

●帰宅困難者一時滞在施設の指定による収

容人数の増加（300人増）

●川崎駅における実動訓練の実施、実動訓

練が中止になった駅では、図上訓練や情報伝

達訓練を実施

●新規施設への備蓄品等の配備

●帰宅支援ステーションの確保及び県の便り

を活用した市民啓発

2,626 2,615 3 P●●

6 10101070 本庁舎等建替事業 その他

本庁舎等について災害対策活動の

中枢拠点としての耐震性能を確保す

るため、建替えの取組を進めます。

●新本庁舎超高層棟新築工事の推進

●新本庁舎復元棟新築工事の仮契約の締結

●第２庁舎解体設計業務委託の契約の締結

2,470,129 2,441,545 4 P●●

7 40205010
地域情報化推進事

業
その他

市民生活の更なる利便性の向上等

を図るため、市内の公衆無線ＬＡＮ

環境の構築を進めるとともに、地域

情報の効果的な発信を図ります。公

共データを市民サービスやビジネス

につなげるため、オープンデータの

公開を進め、その効果的な利活用を

推進します。

●かわさきWi-Fiの利用範囲の拡張（アクセス

ポイント数：目標2,200か所のところ実績1,703

か所）

●「かわさきアプリ」のリニューアル（アプリダ

ウンロード数：300,754回）

●「イベントアプリ」のサービス提供(民間事業

者等登録数：目標250団体のところ実績241

団体)

●更なるオープンデータの公開（公開数：256

データセット）

●川崎市LINE公式アカウントを活用した情報

発信

43,553 32,704 4 P●●

8 40205020
行政情報化推進事

業
その他

「情報化推進プラン」に基づく情報化

関連施策の進捗管理を進めるととも

に、マイナンバー制度の効果的・効

率的な運用や、働き方・仕事の進め

方改革に基づいたＩＣＴの活用を図り

ます。

●情報化推進本部会議におけるデジタル化

の方向性の提示

●他の自治体等とのマイナンバーによる情報

連携の安定的かつ円滑な運用

●区役所・支所へのマイナポイント支援窓口

の設置及び健康保険証利用の事前登録作業

の実施

●モバイル端末やテレビ会議等の利用促進

及びテレワーク端末を利用した感染症対策関

連部署における在宅勤務の実施

●本庁舎建替えに向けた、「新本庁舎整備を

契機としたワークスタイル変革ロードマップ」を

各局に提示

133,621 395,160 3 P●●

令和２年度の主な事務事業の評価結果一覧（総務企画局）

番

号

事務事業

コード
事務事業名

サービス

分類

事務事業の概要

（簡潔に記載）
主な取組の実績

事業費

（千円） 事業の

達成度

参考資料

掲載頁

①「政策体系別計画に記載

のある事務事業」及び「施策

を推進する経常的な事務事

業の中でも特に重要なものや

進捗に遅れのあるもの」を掲

載

②市民サービス等の分類を

記載

※分類区分

○施設の管理・運営

○補助・助成金

○イベント等

○表彰・顕彰・認定

○参加・協働の場

○公聴及び相談・苦情申し立

ての聴取等

○許認可等

○出版物等

○その他

③事務事業の概要を記載

④令和２年度に実施した主な

取組の実績を定量的な数字

を含めて記載

⑤令和２年度の予算額及び

決算額（見込）を記載

⑥事務事業の達成度を記載

※達成状況区分

１．目標を大きく上回って達成

２．目標を上回って達成

３．目標をほぼ達成

４．目標を下回った

５．目標を大きく下回った

⑦参考資料における当該事

務事業の評価シートの掲載

ページを記載
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